
１．目標　　　
　　・地震が起きたとき、被害を少なくするために、物が「落ちてこない」「倒れてこない」ようにする工夫があることを知る。
　　・物が「落ちてこない」「倒れてこない」ための様々な工夫に気付き、自分の生活に生かそうとする。
２．題材について
　　 １学期には、「地震がおきたら」という題材を設定し、物が「落ちてこない」「倒れてこない」場所で安全な姿勢をとることを学習した。本題材では、地震が起きたときの被害を最小限にするための「未然に防ぐ」ことに焦点をあて、「落ちてこない」「倒れてこない」ようにする工夫について学習する。また、絵本を活用して家庭の中には、どのような工夫があるのか具体的に見付け、その工夫を自分の生活に生かしていこうとする意欲を高める。
３．つながりを意識した指導の工夫

　　 地震への備えを、児童がより身近なものとして具体的に考えたり、保護者の防災意識を更に高めたりすることをねらいとして、本題材では家庭学習を設けた。実際の授業では、保護者を招き、家庭とつながる場面を設定した。授業で保護者からの話を聞くことで、自分の家にある備えや足りていない備えに気付き、自分の生活に生かすと同時に、家庭への発信へとつなげる。
４．指導計画　
	時数
	学習活動

	１
（学級活動）
	絵本の挿絵を活用し、物が「落ちてこない」「倒れてこない」ようにしている工夫を見付け、家庭や教室で地震が起きたとき、被害を少なくする工夫について理解する。
また、家で「落ちてこない」「倒れてこない」ための様々な工夫を探す。

	２
（学級活動）

本時
	家で見付けてきた「落ちてこない」「倒れてこない」ための様々な工夫を発表する。

そして、友達の発表を聞いて自分の生活に生かそうとする。


５． 本時の展開（２／２時）
（１）ねらい
　物が「落ちてこない」「倒れてこない」ための様々な工夫に気付き、自分の生活に生かそうとすることができる。
（２）展開　

	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点(■評価　◆教材等)

	1. 前時に学習した「落ちてこない」「倒れてこない」ような工夫について確認する。
· 落ちないようにベルトで留めてある。
· テレビが倒れないようにゴムを貼る。


2. 家で調べてきたことを発表する。

· たんすが金具で留めてあった。
· ガラスにフィルムが貼ってあった。
· 棚がつっぱり棒で留めてあった。
· テレビの下にマットが敷いてあった。

3. なぜこのような工夫があるのかグループで考え、発表する。
· たんすが倒れて下敷きにならないために金具で留めている。

· ガラスが割れて飛び散って怪我をしないために、フィルムを貼っている。
· 扉が開いて中の物が落ちて怪我をしないために、扉を押さえている。
· 地震が起きたとき、怪我をしないために工夫がある。
· 棚やたんすが倒れると出口が塞がるから。

4. 保護者の話を聞き、自分の家ではどのような備えをしているか振り返る。
5. 「落ちてこない」「倒れてこない」ようにする工夫を探して気付いたことや、友達の発表を聞いて考えたことを発表する。 
· 地震が起きると家の中にも危険がたくさんあることが分かった。

· 工夫をすることで、逃げ道を作ることができると知って驚いた。
· 今日知った工夫を家族にも教えたいと思った。
· とめたり貼ったり、いろいろな種類の工夫があることが分かったから、家でもやりたい。

	· 絵と工夫を対応させて、何のための工夫なのか振り返らせる。
· 『あっ！じしん』
（作：金子章　絵：鈴木まもる、学研、2004、

　p24－25）
· ワークシートや掲示用カードを活用し、児童の見付けた工夫を視覚的に共有させる。

· ワークシート

· 掲示用カード
· 地震が起きたとき、どのような危険があるのか気付かせ、それぞれの工夫がある理由を考えさせる。
· 事前に保護者へ依頼し、家での工夫の紹介や、その工夫を取り入れている理由を紹介する(2,3名)。
· 自分の家の工夫を思い出しながら気付きや考えたことを発表させる。
· 先生の話や友達の発表を聞き、様々な工夫について気付いている。
· 地震の怖さや、備えの大切さを理解し、被害を少なくする工夫を自分の家での生活に生かそうとする。　　　　



いえでの「おちてこない」「たおれてこない」ためのくふうをはっぴょうしよう。








第１学年　学級活動（災害安全）　　　　　　　　　　　場所　１―２教室





地震がおきても





２組　24名　指導者　池田　成美

















